
平成26年度にじいろクレ∃ン賛助会員お申込みのおネL

拝啓 初秋の候、皆様におかれましては健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます

この度は『平成26年度にじいろクレ∃ン賛助会員』にお申し込みいただき、誠にあり

がとうございます。

当団体も平成23年 3月の発足から、早4年目を迎えました。当初、東日本大震災で被

災した子どもたちの居場所づ<り を目的に避難所からスタートした活動が、現在では仮設

住宅の訪間活動や、プレーパーク(屋外での子どもたちの遊び場活動)事業に場所を変え、

今なおたくさんの子どもたちとの交流につながつています。

我々がここまで活動を続けてこられたのも、皆様のご理解とご支援があつてこそと、深

<感謝いたしております。

これからも変化していくニーズに応え、子どもたちの心に寄り添い、子どもたちの笑顔

と心の安定がはかられますよう、日々の活動に取り組んでいきたいと思います。

賛助会員の皆様には、メールマガジン及び各種のお知らせにより最新の情報をお届けい

たします。

今後とも末永くご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ますは略儀ながら書中をもつてお礼申し上げます。

敬具

平成26年 9月吉日

NPO法 人にじいろクレヨン
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輪投げに挑戦 !い くつ命中させられ

るかな?
アメじゃんけん。勝つたらひとつもらって、

負けたらひとつどうぞ。

颯 核́  ・颯 鰈

通 信

火の回りにみんな集まります。

焼き立てマシュマロ美味しい !

寒い中整地のお手伝いしていただいた

みなさん、ありがとうございました。
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去
る
３
月
８
日
、
石
巻
市
門
脇
柴
田
家
跡
地
に
て
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「あ
り

が
と
う
、
に
じ
い
ろ
広
場
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
第
４
弾
と
な
る
に
じ
い
ろ
ク
レ
ヨ
ン
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
。
〈フ
回
の

イ
ベ
ン
ト
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メ
イ
ン
は
あ
の
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ま
わ
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」
で
世
界
的
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画
家
フ
ィ
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セ
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ァ
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ゴ
ッ
ホ
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マ
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ル
の
風
車
穴
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し
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お
ひ
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。
当
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に
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い
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。
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司
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。
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×
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や
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が
盛
り
上
が
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。

さ
ら
に
、
エ
ネ
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お
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じ
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Ｊ
×
ホ
ー
ル
デ
ィ
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グ
ス
さ
ん
の

こ
協
力
で
「わ

＜
わ
＜
縁
日
」
も
同
日
開
催
で
き
、
巨
大
だ
る
ま
落
と
し
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
、

、
大
人
も
子
ど
も
も
大
は
じ
ゃ
ぎ
。
圭円
空
に
笑
い

ん
じ
し
き
つ
の
父
上
、
柴
田
滋
さ
ん
は
「３
月
末

以
す
こ
と
に
な
っ
た
我
が
家
の
跡
地
に
、
一こ
ん
な

げ
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に
た
＜
さ
ん
の
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
え
て
、
最
後
に
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い
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出
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で
き
ま
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七
⊂
話
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ま
た
、
こ
の
作
品
の
制
作
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
は
、
石
橋
財
団
様
よ
り
多
大
な
ご
支

要
請
援蛯
躍

，だ離蹴
％呟

ギ
亀
ず　
にじ
いろ広
場
で
のイベ
ン
トは
〈フ回
で最
後
にな
り
ま
す
が
、にじ
いろ
クレ
ヨン

税
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は
こ
れ
か
ら
も
「
ア
ー
ト
を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
」
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
ご
期
待
＜
だ
さ
い
！
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零
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雨の日も安心。体育館で大学生の

お兄さん・ お姉さんと借り物競争

で盛り上がりました !(専修大)

六人だつて真剣 !

普やつたベーゴマでいざ勝負 !
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遊び道具の使い方は自由。

オセロを積み本にしてみたり。

1宛ずもうマシーンと対決中 |

右奥にみえるのは「あそぼつか―」

遊び道具を満タン積んでやってきます !
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に
じ
い
ろ
ク
レ
ヨ
ンみ

な
さ
ん
は
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

「
子
ど
も
が
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
し
た
遊
び
場
で
、

一
九
四
〇
年

（
昭
和
十
五
年
）
以
降
∃
―
ロ
ツ
パ
を
中
心
に
世
界
中
で
広
が

っ
て
い
る
遊
び
場
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
屋
外
で
の
自
由
な

「遊
び
」
か
ら
得

ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
に
成
長
す
る
こ

と
を
願
う

。
ｏ
ｏ
そ
ん
な
思
い
の
こ
も
っ
た
遊
び
場
で
す
。

震
災
後
、
宮
城
県
で
は
子
ど
も
の
遊
び
場
が
不
足
す
る
中
、
こ
の
プ
レ
ー

パ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
遊
び
場
が
各
地
で
始
ま
り
ま
し
た
。

に
じ
い
ろ
ク
レ
∃
ン
で
も
、
今
後
予
想
さ
れ
る
仮
設
住
宅
か
ら
の
大
規
模

移
転
に
備
え
て
今
年
の
四
月
か
ら
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
開

か
れ
た
遊
び
場
と
し
て
、
市
内
２
か
所

（
中
瀬
公
園

・
石
巻
専
修
大
学
）
で

プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
地
元
の
住
民
の
方
や
、
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者
の
方
の
参
加
も

増
え
、
青
空
の
下
、
大
人
も
子
ど
も
も

一
緒
に
な
っ
て
遊
び
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
進
化
す
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

日

国

日

Ｈ

困

囲

石
巻
専
修
大
学
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
で
、
石
巻
専
修
大
学
の
支
援
サ

ー
ク
ル

「
ひ
だ
ま
り
」
さ
ん
と

一
緒
に
第
２
日
曜
日
に
開
催
中
。

厠
曰
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囚
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「
石
ノ
森
萬
画
館
｝
横
の
中
瀬
公
園
原
っ
ぱ
で
第
４
日
曜
日
に
開
催
中
。

「
石
巻
子
ど
も
の
た
め
の
市
民
会
議
」
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ
の
子
ど

も
支
援
団
体
が
協
力
し
て
運
営
中
。


